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電磁波による生物生体に対するミコフ式 ･環境療法の研究 (第二報)

石井 猛 1,木村 碩志 2,岡Ei] 敏彦3,延原 玲子 3,山村 勲 4

1加計学園･岡山理科大学 ･玉野総合医療専門学校､ 2環境 ･健康研究所
3ミコフ環境科学研究所､ 4にっこり商研

1.はじめに

先の第一報では､電磁波による一般的な概要につ

いて報告した｡今回は､著者ら専門的な立場から報

告して見たい｡

著者の一一人の石井は､環境汚染を予測した研究 :

即ちノーベル賞の技法を導入したポーラログラフ法

による 『交流ポーラログラフ法による加硫ゴム並び

にガソリン中の微量元素の分析化学的研究』につい

て､研究し､工学博]:を授ft'されたOこの研究を更

に生かし､兵庫,Lli公害研究所にて､光化学反応によ
る有害因子生成に関する研究に取り組み､生体影響

に関する研究に成功した｡そしてその成果が認めら

れて､岡山理科大学に全国で私立大学で最初に開設

された環境化学科の教授として昭和 50年4月に40
歳で依嘱され赴任した｡

それ以来､岡山県内の環境化学全般の研究並びに

調査に専念した｡更に世界の環境研究に適進した｡

その理念は､図1に示されるような専門の化学を中

心とした環境化学であり､加計学園並びに岡Lll理科

大学創始者 ･加計勉理事長の理念でもある ･学際領

域の研究でもある｡

図1CELENTOLOGY(長寿学)研究の概念図

岡1に､今､著者の一人の石井は､現在 ･加計学

閑 ･岡山理科大学 ･玉野総合医療技術専門学校にお

いて生物理学を講義している｡この生物理学の講義

は､全国に看護学校は 500数校と数多くあるが､石
井が講義している当玉野総合医療専門学校のみであ

る｡それは初代 ･校長 ･金政泰弘教授 (岡山大学医

学部名誉教授 .医学博士)の発想で､医学を･即ヨと

する看護師 (以前は看護婦､それが看護士となり､

現在では看護師となっている)には､生物を主体と

して化学と物理の関連性について講義が必要である

ことからこの講義を実に楽しく教授 している｡いず

れにしても､私達の身近な問題 :即ち健康問題をデと
剣に考える事は必要であろう｡周知のごとく､戦後､

私達の身の回りには様々な環境汚染問題が起こって

来ているo

H本は有り難くない世界に誇る公害国家と言われ､

英語で FpOLLUTION』と言わなくても､日本語で IJ公
害』と言っても､日本語で世界に通じると言う著者

らの環境化学を研究する学者にとっては､大変残念

なことである｡

以上のような観点から､日本には昭和40年に､公
害対策基本法が環境庁で発布されて以来､大気汚染､

水質汚濁問題等､更に､農薬食品汚染について､田

の対策として､厳しく汚染対策が講じられ､安心し

て生活出来ている現在である｡

しかし､第一報でも報告したように､電磁波につ

いては､日本には全く規制基準がない状態である｡

でも海外に電化製品

しい数値の､2.5mG以下
を輸出す

以下と言
る場合には､非常に厳

言う規制基準である｡し

たがって､アメリカ､ヨーロッパ等､海外では､真

剣な問題であるが､残念ながら､日本人は殆ど関心

はない状態である｡

そこで､著者らは､真剣に取り組み､『皆様元気で

長寿:CELENTOLOGYの研究:暮らしの中の電磁波の研
究』について､詳細に報告する｡

2.電磁波による生物生体に対する影響
電磁波の理論については､1864年にマックスウェ

ル (J.C.Maxwell)が､有名なファラデー (F.

Faraday)の概念を数学的に展開し､電磁波理論を

確立して電磁波の速度が光の速度と一致することを

推論的に導いたが､その後､1888年にヘルツ (H.R.
Hertz)による電波の発見に作い､この理論の正しい
ことが実験的に確かめられた｡

銭々が住んでいるこの地球には､周波数の異なる

多数の電磁波が存在 している｡太陽から降り注がれ

ている電磁波､星からの電磁波､通信に利用されて

いる電磁波､電力線から発生する電磁波などさまざ

まであるD同2に地上に存在するさまざまな電磁波
を示す｡

したがって､われわれは日常､電磁波にさらされ

た生活を営んでいる｡もちろん電磁波の恩恵を受け
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図2 地上に存在する様々な電磁波
(大森豊明､石井 猛編著､

生体物理刺激と生体反応､p3より引用)

文明生活を営んでいる. しかし､また一方､電磁波

による公害もあることは否定できない｡電磁波公害

には､著者等が､先の第一報でも研究 ･発表すると

ころの生物生体に与える負のインパクト､電子機器

に与える電磁波ノイズなどがある｡

周知のごとく､われわれの身の周りには､電磁波

は幅広く存在するものである｡

太陽光よりもエネルギーの高い電磁波のことを ｢電

磁放射線｣というのですが､物質 (人間の身体を含

めて)を作っている分子や原子に含まれる電子をは

ねとばすほど (その現象を ｢電離｣という)エネル

ギーが高いからである｡

日本では､その様な ｢電離放射線｣を ｢放射線｣

と定義している｡ これらの電磁波はエネルギーが大

変強いために､細胞や遺伝子などの分子や原子をバ

ラバラにしてしまって､その結果として発ガンの原

因になったりするわけです｡

一方､太陽光よりもエネルギーの低い電磁波を｢電

波｣と定義して､電離効果を示さないことから､｢非

電離放射線｣とも呼んでいる｡ 日本では､一般に電

磁波という時は､この電波のことを指すことが多い

ようである｡

以上のような観点から､著者等は､現在､世界に

話題を投げかけている研究 :即ちGELENTOLOGYの研
究 ;元気で長寿 ;ベッドで点滴を受けながら長生き

するのではなくて,溌刺として活動する長寿の目的

として､身近な危険な電磁波問題 『電磁波と健康』
を目指し､電磁波を知って電磁波汚染から自分で自

分の身を守る事を目指し､研究しているので､その

内容を報告する｡

3.健康を脅かす電磁波
それでは､マスメディアの対応はどうなっている

のか? 電磁波についての情報は海外ではあらゆる

メディアで取 り上げられている｡ 特に外国では悪い

情報があればその情報を紹介している｡ 海外では電

磁波の問題が大きく注目を集めるようになったのは､

メディアが大きな役割を果たし数々の情報が報告さ

れているが､それらの中で､大きな反響を読んだ記

事の一部を報告する｡

それは､1990年米国コネチカット州の変電所と､

その変電所から伸びる送電線が数多くある 200メー

トルのメドゥ通りで 9軒に脳腫癌､悪性腫痕などが

多発したことが 『ニューヨーカー』に 『メドゥド通

り悲劇』 として掲載され､これらに関する記事は大

きな反響を呼び､アメリカ市民団体まで発展して来

ている｡

日本のメディアは電磁波についての記事は､海外

に比べると少ない｡しかし数々の記事が報告されて

来ている｡ 例えば､1995年テレビ朝日系の 『ザ ･ス

クープ』で電磁波問題を扱い､その後新聞で大きく

扱われたのは､2002年6月3日付けの 『朝日新聞』
で､東北大学本堂毅助手が日本物理学会の論文誌に､

列車の中で複数の携帯電話を同時に使用すると電磁

波が重なり合い､電磁波密度が国際的な安全基準値

を大幅に超えるとした発表､又同じく 『朝日新聞』
2002年8月24日付けの トップ記事で､国立環境研究

所などによる全国疫学調査の結果､送電線や電気製

品から出る極低電波の電磁波が0.4〃T(4mG)以上
になると′｣､児白血病の発病率が2倍以上になるとい
う記事がある｡ 更には､2003年 11月12日付け読売
新聞による電磁波と健康被害による記事､引き続き

2005年3月27日付け毎日新聞の基地局周辺での健康

被害の記事､そして遂に､WHOが電磁波の対策法が必
要と勧告する記事が､2007年6月19日の朝日新聞で

報告された｡

著者らは､これを機会に､研究を更に続行して来

ている｡

更に健康を脅かす電磁波問題の第一人者として有

名な荻野章也氏 (健康を脅かす電磁波､緑風出版､

2007年)によると､電磁波による影響には､白血病･

脳腫癌･乳がん･肺がん･アルツハイマー病が報告さ

れ､ノイローゼや自殺も関係があるといわれている｡

にもかかわらず携帯電話､家電製品､IHクッキング･
ヒーターからオール電化住宅など､電磁波発生源が

われわれの身の回りに満ち溢れている｡ イギリスで

は､16歳未満には携帯電話を使わせないようにして

おり､日本ほど電磁波が問題にされていない国は少

なく､悪影響が証明さてからでは遅すぎることを指

摘している｡

以上のように､電磁波の情報は海外ではあらゆる

マスメディアで取り上げられている｡

著者等は､前報では 『遠赤外線による魚の成育に

関する考察』について発表した｡
今回は､全く新しい知見の 『電磁波の生物生体に対

するミコフ式･環境療法の研究』について報告する｡

最近､電磁波に関する研究論文並びに研究図書は

非常に多い｡しかし､電磁波を解説する専門書には

余りにも多くの数式が出てくるので､分かり易く説

明するためになるべく数式を使わないで､分かり易

く説明することに努めた｡

この研究を始めたのは著者の友人の一人の山村氏

の自宅が高圧送電線の下にあり､この電磁波が健康



に影響があるのではとないかと言われ､是非とも具

同研究をと依頼され､又著者の一人 ･市坪も以前か

らこの電磁波の研究に取り組んでいるので､今がチ

ャンスだと想い共同研究に導入した原因でもある｡

4.電磁波に対する現在の対処方法
以上､報告したよう(･=､電磁波が健康を行かす問

題についての単行本は数多く出版されているが､そ

れでは､どうしたら､その問題を解決したらよいか

については殆ど研究されていないのが現状である｡

著者の-人の石井は約50年前から環境汚染問題に

収り組み､その環境問題の重要性を研究し､更にそ

れではどうしたら､それらの問題を解決することが

出来るかについて研究して来ている｡

それらの解決方法の一つとして､環境汚染の中で､

健康で長寿できる研究 ･即ち :温泉と名水との研究

として､岡山県を-一倒 して 『剛｣Jの温泉』､『岡LLJの

の温泉』並びに 『世界の名水』を出版して成果を得

て来ている(

更にrl本遠赤外線応用研究会を昭和60年4月 1El
に設､ll_し､ -年後にE]本遠赤外線応用研究会の所長

を拝命 :現在も尚､日.韓国並びにH.中国のlx]際

シンポジュウムを毎年､日本 ･韓国･中l玉tと開催し､

国際研究を続行して来ている現在である｡

そしてそれらの解決方法の 一つとして研究して来

た､先の 『遠赤外線による魚の成育に関する考察』
について報告､更に 『電磁波による生物牛体に対す

るミコフ式･環境療法の研究(第-･報)』を鞭苦-した｡
今回は､私達､日本及び日本人を救う夢の技術と

考えられる研究を目的とし､真剣に色々と文献調査

し研究した｡

それは､先に述べたように､日本における電磁波

の環境基準値並びに規制巷獲値などは､現在の日本

には今く軽い状態である｡

それで､ 一般的な電磁波に対する対処方法として

の考え方として､電磁波とし手に付き合う方法を以

下のように推奨している｡

その一一例としては､私たちの家電製占占の中で能も

良く使用されているのはテレビであるが､そのテし

どから発生する電磁波は平均 100mGあるが､家電製

品の多くは､前方より後方に強い電磁波が出ている

ので壁ぎわなどによせて配慮する方法である｡電磁

波は莞斬原から離れれば大幅に減衰する｡だからい

ちばん有効な対処法は発生源を遠ざかることが必要ちぽん有効tJ

であると言う

法である｡

大変無責任な対処方法が現在の除去方

5.ミコフ式艦橋療法に関する開発研究
以上の観点から､著者等は日本では基準の襲いそ

の無責任な対処方法を解決するために､電磁波除去

方法について試行錯誤の研究の結果､著者らの開発

した全 く新しい世界で初めての製品を開発する事に

成功した (詳細は特許の関係上,省略させて頂きま
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す)｡その開発 した商品名を 『ミコフ式電磁波除去製

品の開発』と命名した｡著者らの身を守りDNAまで

守る大事な開発製品 :人間の匙も大一事な場所即ち

頭 :頭脳を大事に守る ;電磁波防止万能枕 :Head

Cuardを開発 した｡その製品のカタログとその製品の

写真を､写真 1に示す｡

毎日経って直接肌に触れるものだから､
安全で安心して使える車)のを選びたい..

私jLの生活斗*(ま･よL)早い生岩の凍粥さを求めて4溌油受を引き

冴 由 助 -1･･-E立 野干.隻

三 富 :三 三

｢ T -r 叫

Fp----Iが 一一一㌦ ･･-I-.,I

嬰 撃 撃

写真 1 著者らが開発した電磁波防止万能枕 :

Head Guard

6.今後の横討課題
今､エコ環境という観点から､H本国挙げて電気
白助卓 :即ちエコCARが､企業の彼となり大きな波
紋を投げかけている｡今まで述べて来たように､エ

コCARに ･日中､朝から晩まで､運転 したらどのよ

うに健康にプラスかマイナスに影響するかを考えて

みると､頭の痛い思いである(著者らは､このよう

な事実を考察し､色々と試行錯誤しながら研究 して

いる今日この頃である｡

更に､又医学の分野でも考察する必要がある｡ []

本に於ける電磁波ビジネスの市場の動向と､これか
らの戦略がある｡即ち､それは､病巣発見の新 しい

検黍方法として触新型の磁気を利用して臓器や血管

撮影する :3.0T (テスラ-)の MRI(Magnetic

ResollanCe lnlaging:磁気共鳴画像)は､わずか 1m
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の動脈痛などのさまざまな病巣を発見する装置が開

発されているが､これらの電磁波に対する対処方法

も重大な課題であろう｡

以上､述べて来たように､電磁波汚染の中で､著

者らの目的であるところのGELENTOLOGYの研究即ち

如何に健康で長寿できるかと言う課題について､著

者らは､更に挑戦して研究している今日この頃であ

り､更に詳細な研究は次回に報告する予定である｡
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